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みんなが窓活の切替を

しましょう

会関本年度第一次
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会

卒
塚
市
告
示
芳
二
四
号

「
敗
政
事
憾
の
作
成
及
び
公
表
じ
醐
闘
す
畠
条
例
」
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
ち
卒
塚
市
財
政
事
情
を
こ
こ
に
公
表

す
る

昭
和
ご
十
九
年
近
月
一
日平

援
市
長

で
ま
え

i/主

き

そ
の
市
の
財
政
を
知
る
ζ

と
に
よ
っ
一
の
皆
さ
ん
に
は
、
た
へ
ず
市
の
財
政
に

て
そ
の
市
の
行
政
を
知
る

ζ

介
が
で
き
一
つ
い
て
一
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
お
る

ζ
と

や
戸
誉
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
日
財
政
一
と
恩
い
ま
す
。

は
市
の
進
路
皇
右
す
る
ほ
語
大
き
一
ぞ
と
率
直
第
十
一
露
呈
家

事
を
も
立
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
一
市
財
政
事
害
公
表
し
て
、
昭
和
一
一
十

私
迭
の
日
常
生
活
が
よ
売
な
る
の
も
惑
八
年
度
後
期
(
十
克
一
日
よ
り
一
一
豆
一
一

く
な
る
の
も
、
財
務
運
用
語
去
一
土
日
ま
で
)
の
慰
浪
速
用
語
を
お

る
と
ζ

ろ
が
大
き
い
と
替
っ
て
も
書
一
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
市
民

二
、
歌
人
及
び

の
機
調
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ト
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殻
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分

2
句
、
予
算
の
概
況
一

昭
和
一
一
十
八
年
度
前
期
末
予
箆
総
額
一
は
四
六
一
、
五
一
九
二
立
一
九
月
で
あ
一

歳 Lλ

i 李月霊境基 i蹴長説副最終予算額
I'll 区別 " 

161.732.0931 - '1 路1.732.09ぽ

28.88500酎 2.540.0001 3 1.425.α0 

20.764.428! 2.710.4161 23.474.84 

8沿 653.8251 4.4除3.25唱 65.057.08

1~.98 1.0481 b, 388 邑到 14592.369) 

10.0∞ i 32.oooi 42.001 

2.550.0001 '" 967.91判1.582.08到

111.9' 8.75到幻3.52到 H2.862.?8i

7.004.8661 7他日制 7.704.361 

53.000.0001 9.6∞∞四 62.6ぬ

461.519吋 19.552.6041 組問国

市税

地方財政SjZ衡交付金

使用斜及び手数料

国庫支出金

県支出金

容 脅す 金

繰越金

繰入金

難枚入

市佼

議入合計

む
訣
窓

輔

五
月
二
十
七
日
行
は
れ
れ
鐘
時
市
畿
芯
畿
援
金
子
寝
続

会
に
お
い
て
、
友
副
議
長
援
に
各
密
常
一
〈

V副
議
長
橋
川
兵
一
一
一
郎

一
任
重
量
特
別
委
員
会
の
霊
長

}
A
V
総
務
委
員
会

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
後
務
L
お
い
一
の
通
り
也
問
題
し
ま
し
た
。
一
委
箆
長
高
島
八
郎

篤
太
郎

喜
平
塚
+
議
室
邸
議
官
戸
改
選
に
η

の
努
力
巻
宇
品
輯
空
間
並
び
に
題
、
区
聖
護
促
進
、
産
業
の
発

送
り
不
尚
私
笠
逼
裂
し
ま
し
た
る
市
灘
事
墳
丘
協
力
~
殺
し
償
額
に
も
庭
教
育
振
興
そ
の
他
色
々
あ
り
ま

響
は
身
に
余
る
先
栄
と
容
じ
ま
す
。
最
唇
を
尽
し
た
い
と
容
じ
ま
す
。
す
が
、
何
れ
も
大
切
な
事
ば
か
り
で

鯵
員
各
位
争
接
的
皆
様
方
の
御
援
助
な
お

J
T
の
心
構
え
よL
丈
は
お
あ
り
ま
す
。
然L
m刊
を
才
也
に
払
予

の
践
と
厚
く
御
抗
申
上
げ
ま
す
。
御
互
に
円
織
に
し
て
摩
績
を
避
け
荊
誤
算
と
の
磁
み
合
せ
も
争
唱
の
で
毅
警

部
航
知
の
遥
り
本
年
は
私
共
議
員
の
任
私
語
合
っ
て
行
き
た
い
と
怒
い
ま
す
争
尽

L
た
い
と
穆
じ
ま
す
。
な
お
帯
“

拐
の
最
終
お
年
で
E
h
E

弘
砂

L
S
包
訟
h
t

答
L
つ
き
ま
し
で

あ
り
ま
す
。
従
つ
議
場
同
議
広
議
開
I
A
Pし
ず
与
は
競
輪
、
警
の

て
本
年E
T
は
過

t
z
F
i

吋
J
W
1
1
J
E
m
q
s議
事
噂
利
益
ば
か
り
争
当

去
一
一
一
年
閣
の
護
金
子
育
藤
て
に
し
て
潜
る
撃

を
跳
的
文
はζの
忠
何
れ
か
の
尽
に

後
の
平
塚
市
の
富
芳
等
を
見
極
的
そ
し
て
一
又
一
ゑ
決
め
た
世
帯
は
断
間
や
は
鍵
か
し
く
な
る
と
患
い
ま
す
。
阜

て
一
私
共
で
極
り
を
つ
け
後
え
録
さ
ぬ
り
按
く
と
云
う
罰
い
信
念
砕
い
持
っ
て
く
工
場
際
致
で
も
し
て
財
源
の
安
定

様
に
す
る
事
万
一
町
議
き
の
仕
事
は
行
容
た
い
と
患
い
ま
す
。
な
お
平
塚
を
能
り
た
い
と
患
い
ま
す
。
ま
だ
語

姐
悼
の
離
合
に
伊
替
り
ね
は
な
内
ぬ
大
市
の
現
状
は
仲
々
多
事
多
難
で
あ
り
々
申
よ
げ
た
い
事
も
あ
り
ま
す
が
偲

切
な
一
年
で
あ
り
ま
す
。
ぞ
と
で
私
ま
し
て
市
民
各
伎
の
御
理
解
あ
る
織
れ
の
機
会
に
苧
援
す
。
何
分
共
に

と
較
し
ま
し
で
は
出
来
な
い
な
が
ち
援
助
無
く
し
て
は
出
来
な
い
の
で
あ
皆
様
の
一
躍
の
磁
協
力
を
綿
織
い
し

も
「
ト
馬
」
戸
海
官
打
っ
て
出
来
る
限
り
ま
す
。
第
一
に
鱗
緩
町
村
の
合
併
で
止
み
ま
せ
ん
。

歳出
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議会費

役所襲

撃警察消防費

土木費

教育費

段会及び労的施設費

保健衛生費

産業経務費

都市賞十商事業費

財産費

統計書官盗塁塁

選.挙費

公使費

国有防護軍事係強

競輪事業費

諸支出金

予 備 聖堂

481.072.12割計合出君主

ρ

鐙
陣
内
ι指

針
Y

盤
邸
調
凪
議

h
H

回
出
定
四
郎

M
H

市
刊
総
叉
ニ

A
V区
郵
整
理

促
遜
委
員
会

餐
員
長
大
谷
一
一
一
郎

副
饗
員
長
猪
股
務
次
郎

護
国
岡
加
藤
力
績

ρ

遠
藤
精
一

秋
加
地
串
世
田

藤
沢
俊
樹
鵬

吉
銭
安
福
岡

加
藤
誼
点
眼

内
民
又
ニ

議
箆
長
出

u髭
党
之
刑
制

副
委
員
長
矢
島
輯
簿

察
国
間
再
綾
茂
次

川
口
寅
一
一
一

苔
島
八
閉
山

崎
岨
山
誠
周
郎

ρ

槽
園
田
由
世
間

古
矢
太
一
一
一
郎

“H

由
盟
国
費
畿

委
員
長
質
問
藤
太
郎

酎
副
委
員
長
鳥
海
博

委
員
安
藤
好
勝

ρ

山
田
録
郎

M
H

山
口
銀
次
郊

奥
韓
比
河
太
郎

u
w

大
木
修
平

m問
中
真
治

問
中
定
四
郎

会 11 11 ρ 11 11 砂王軍翻会

会

員 事長長

霊草案露奈諸官塁審霊
官「ハ 町一

室高言葉筆書語重量精

二
十
五
日
、
認
す
一
目
、
市
選
率

λ
札
の
結
集
報
告
、
i制
緩
饗
絵
鰭

一
に
つ
い
て
、
澗
懲
事
に
つ
じ
、
、

誌
の
議
案
を
可
決
締
法
一
議
義
警
務
』
つ
い
て
、
富
摺

世
帯
決
処
分
の
品
航
路
宇
求
め
る

L
つ
い
一
に
つ
い
て
犠
畿

て
、
一
十
八
認
決
算
審
員
会

平
塚
市
報
襲
撃
じ
盗
塁
襲
昭
和
ニ
十
喜
重
警
支
喜

及
ひ
で
の
文
粉
楽
協
の
一
部
を
改

E

決
算
審
議

す
る
条
例
一
ニ
十
日
文
敏
憂
国
開
会

平
塚
市
特
別
段
員
給
且
条
例
の
一
麓
県
立
茅
ケ
拙
州
大
磯
江
議
各
高
校
視
鏡

を
改
主
す
る
祭
側
一
廿
一
一
回
、
官
一
一
一
員
、
甘
沼
田
、
台
五
民

軍
塚
市
一
般
議
員
の
給
与
広
帽
閉
す
干
、
予
算
議
賞
金

品
開
問
問
の
一
部
春
敬
玉
す
る
条
例
一
昭
和
ニ
十
九
年
度
平
稼
市
才

λ
家
出

平
塚
市
旅
費
支
給
条
例
の
一
期
酬
を
改
一
予
算
饗
線
、

宣
す
る
祭
例
一
・

4
s
j
J
{
1
4
3
;
i
'

市
毒
等
学
校
授
業
務
、ι

一
円
盟
関
月
舘

務
及
び
入
学
務
徴
状
議
耐
聞
の
一
部
品

改
定
す
る
条
例
一
一
~
欝
禽
メ
忠
二

平
家
巾
地
方
議
潟
実
施
条
例
の
一
F
f
E
わ
い
ト
j
s
t
i
-
-
M

争
議
友
ず
る
条
例
一
一
一
一
日
磁
臨
同
市
一
儀
会

一
臨
時
借
天
金
に
つ
い
て
、
一
左
の
銭
索
を
需
問
決
路
定
し

h
d
h
e

市
管
長
宅
噛
策
費
謡
僚
に
つ
い
て
-
、
一
滋
国
昨
夜
援
に
つ
い
て
、

失
業
対
策
事
業
費
議
僚
に
つ
い
て
二
八
回
公
営
響
曲
開
議
員
会

市
営
径
育
館
建
設
費
起
僚
に
つ
い
一
一
回
丹
市
営
競
翰
の
運
営
に
つ
い
て
筋

、
戦
災
土
地
ほ
鎚
磁
護
事
幾
負
担
ゑ
骸

趨
偉
い
つ
い
て
、
合
一
十
七
民
護
幾
重
余

関
有
財
産
の
黛
付
を
受
け
る
に
つ
、
次
の
伶
い
つ
い
て
饗
畿
、
導
廃
品
位

て
、
一
中
選
に
つ
い
て
、
}
謀
議
誉
議
に

昭
和
ニ
十
九
年
度
平
縁
市
立

λ
才
一
つ
い
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
金
銭
署
譲
器

予
算
、
一
誘
致
あ
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
、

昭
和
ニ
十
九
霊
平
警
特
別
一
一
十
九
日
議
潜
菱
重
会

競
輪
事
業
設
立
入
才
出
予
算
一
河
口
改
修
主
事
の
状
刷
出
に
つ
い
て
説

昭
和
ニ
十
九
年
度
平
塚
市
部
会
一
び
に
潜
顔
叫
の
区
劉
議
出
置
に
つ
い
て

驚
喜
芳
生
出
予
算
審
議

喜
一
千
七
年
筆
警
支
才
一
宣
明
厚
生
霊
会

議
(
翠
}
一
布
教
住
宅
使
用
語
つ
い
て
審
議

昭
和
二
十
七
年
筆
塚
市
特
例
会
千
芝
田
舎
襲
警
開
会
袋
一

競
輪
車
襲
撃
入
道
義
(
一
濫
〉

e
J
合
併
に
関
す
る
務
問
題
を
韓
議
し
た

定
)
、
一
一

昭
和
二
十
七
皇
軍
塚
市
特
別
会
計
立
一
隠
事
促
進
室
会
〈
第
一

驚
霊
摘
芽
生
器
開
!
袋
一
盛
)
毒
に
関
す
る
襲
警
寵

定
〉
工

}
t
i
t
i
s

も

Z
E
E
-

戦
災
土
地
区
鈍
重
事
一
費
量
超
一
日
革
関
月
舘

僚
に
つ
い
て
の
要
項
申
一
部
変
更

r
k円

つ
い
て
、
司
一
山
鱒
審
メ
笹
川

市
営
住
宅
建
設
設
起
俊
に
つ
い
て
の
/
〉

J
〉
い4
3
2
J
t
〈
〈
九

萎
演
を
変
更
す
る
に
つ
い
て
、
一
四
日
建
設
委
員
会

平
塚
市
立
花
水
小
学
校
戦
災
復
旧
室
市
営
住
宅
工
事
の
申
防
相
報
告
に
つ
い

業
譲
越
後
に
つ
い
て
の
袈
寝
中
…
箆
℃
審
議
、

変
更
に
つ
い
て
、
一
十
日
路
持
市
議
会

市
営
体
育
舘
曹
饗
襲
起
僚
に
つ
い
て
一
友
の
議
案
を
荷
決
確
定
し
た
。

の
要
項b
T変
演
す
る
に
つ
い
で
、
一
等
決
処
合
の
承
混
京
法
む
也
に
つ
い

昭
和
一
一
十
八
年
度
平
塚
市
方
入
才
日
て
、

追
加
東
日
比
予
算
一
合
併
に
停
う
慰
護
処
分
に
問
問
才
る
協

一
一
日
文
教
接
員
会

ι
一
議
に
つ
い
て
‘

松
原
参
事
警
ハ
み
員
総
と
す
る
よ

A暴
露
ラ
一
審
村
購
読
書
固
に
つ

に
つ
い
て
の
強
情
、
滋
小
学
校
場
戸
い
て
、

に
関
す
る
陳
情
、
軒
以
球
場
設
置
に
つ
市
町
村
の
童
書
幸
喜
苧

い
て
の
毅
情
、
大
津
中
学
校
生
帯
躍
盟
る
意
見
答
申
に
つ
い
て
、

理
L
つ
い
て
の
鶴
岡
市
審
議
、
一
ニ
十
詞
総
替
袋
箆
会
一
ぷ

七
日
建
設
委
員
会
一
四
+
編
川
川
踏
切
の
仲
村
に
つ
れ
て
務
機

馬
入
十
逝
改
良
に
つ
い
て
、
松
様

r

し
た

5

学
校
叶
校
移
転
に
つ
い
て
、
江
協
右

u
七
日
間
描
締
結
穣
会

学
校
東
側
禰
設
措
噌
に
つ
い
て
、
八
鐙
警
護
霊
長
の
蓬

栂
社
裏
山
十
地
無
償
払
下
げ
じ
つ
い

て
、
市
葬
場
襲
並
び
に
襲
ヱ



{霊今

台
、
殺

λ

支
出
闘
の
概
況

八
、
繰
入
金
一
節
手
当
そ
の
管
じ
て
問
、
六

O
一
一
…
一
回
第
一
、
益
事
第
五
詰
庁
舎
の
一
学
校
使
丁
皆
様
童
と
し
て
一

3
2

し
で
一
一
言
、8
0
丹
署
務

署
額
一
ニ
一
、
七
一
一
一
一
、
一
一
一

0
0

一
A

八
八
O
問
、
喜
一
回
一
口
、
一
一
一
九
一
新
築
主
要
し
ま
し
た
。
乙
の
ヱ
、

0
0
0
2
E

殺
し
ま
し
た
。
一
し
ま
し
た
。
一
J
V

内
で
撃
に
比
し
て
一
九
二
一O五
一
五
、
七

O

高
が
本
年
度
の
入
量
一
喪
一
一
一
、
四
一
一

o
、

0
8

内
〈
各
庁
自
社
会
及
び
一θ

財
藤
愛
一

回
一
五
月
の
遣
を
一
見
込
み
ま
し
た
一
で
あ
り
ま
す
。
一
重
量
)
一
雌
労
働
施
設
費
一
蓄
の
復
興
、
霊
長
長
嘉
一

号
、
議
室
費
官
は
一
」
八
、
一
二
、
物
件
費
一
@
土
木
費
一
失
業
薬
事
業
は
従
来
ど
お
り
年
間
一
殺
を
初
め
各
種
義
配
匙
明
記

一
一
一
九
五
、
一

8
0
内
の
増
額
、
驚
一
昭
和
一
一
十
九
年
度
に
お
き
ま
す
物
件
一
市
道
路
の
襲
撃
既
設
重
量
一
色
、

0
0
0人
宇
就
労
せ
し
的
る
一
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
京
、
一

重
普
段
近
年
の
競
馬
主
金
一
事
算
額
三
一
九
、
四
八
五
、
皇
良
事
業
授
と
し
で
七
、

0
0
0、
o
一
震
に
で
ニ
八
二
二
五
、

6
0
0
一
乙
を
蓄
の
敷
地
権
警
護
主

の
不
振
等
勘
案
致
し
ま
し
て
、
従
来
一

O
円
で
一
撃
度
当
初
産
品
綴
を
一

0
0
問
、
と
れ
書
道
に
敬
語
す
る
一
円
寄
上
し
、
又
市
差
需
に
お
き
一
議
入
繁
と
し
て
己
、

0
0
0、
\
一

ど
お
り
の
状
入
童
話
E

は
財
一
見
込
み
ま
し
た
。
一
議
(
下
水
溝
)
憲
章
、
。
。
一
ま
し
て
毎
年
度
高
じ
く
第
一
種
0
0
0
号
室
し
ま
し
た
。
一

段
上
無
理
が
君
の
で
聖
尽
に
比
一
一
一
一
、
そ
の
他
暗
号
費
一

o
、

0
0
0受

ζ

の
謹
(
喜
一
木
造
住
宅
(
章
一

o

、
五
坪
)
五
一
①
務
支
出
金
竿
一

し
逆
に
九
、
一
九
。
、
O

八
高
の
一
店
主
な
も
の
は
、
器
保
護
喜
一
一
議
も
含
む
)
よ
り
葉
さ
れ
る
汚
一

o

一
戸
及
び
特
殊
襲
撃
住
宅
一
一
回
一
昭
和
一
一
文
年
度
警
警
与
第
一

被
警
警
ま
し
た
。
一
の
扶
到
費
関
係
一
一
…
五
二
一
一
八
一
一
一
三
一
詩
集
誹
蓄
と
し
て
、
務
水
路
新
一
一
室
撃
す
る
蓄
に
て
こ
の
重
一
施
行
し
ま
し
た
童
書
襲
語
一

九
、
雑
一
収
入
一
一
一
O
丹
市
僚
に
か
る
年
議
室
一
霊
童
宍

0
0
0、

o
o
s
z一一
二
、
ニO八
、
0
8

何
喜
一
円
い
か
、
る
事
革
命
と
じ
て
一
八
一
一

予
算
額
七
、
七
五
八
、
九
九
九
円
で
一
号
型
と
し
て
一
九
、
ニ
五
六
、
一
等
で
あ
り
ま
す
。
一
上
し
て
あ
り
ま
す
。
一
、
四
一
一
五
、

0
0
0門
事
上
空
一

草
壁
比
し
二
、
四
八
九
、
一
一
一
一
一
一
一
四
八
一
河
童
書
舎
蓄
財
金
一
の
数
育
費
一
@
都
市
計
厨
事
業
費
一
ま
し
た

o
J

一

一
宮
警
な
っ
て
お
り
ま
す
。
て
一
一
一
、
五
六
一
、
夫
書
、
皇
ニ
十
九
霊
長
著
酒
生
善
要
量
警
し
て
察
施
し
て
以
上
管

E

昭
和
一
一
喜
一

て
市
償
一
八
六
、
ニ

O

一
、
一
一
天
八
号
室
一
し
ま
し
で
は
、
墨
田
小
学
校
本
喜
一
お
り
宮
す
戦
災
都
市
復
興
蓄
量
一
に
お
言
語
霊
援
は
ニ

O
一
一
-
一

予
算
額
一
一
二
、
0
8
、

0
0
0円
一
ぃE
て
あ
り
ま
す
。
一
六
六
坪
建
築
背
貫
一
六
、
一

O
二
、o
一
事
業
に
対
す
る
華
霊
童
三
一
て
九
一
二
一
八
荷
で
、
総
予
算
額
一

で
草
壁
均
し
一
一
一
一J0
0
0、
一
四
、
事
業
関
係
費
一0
0丹
、
警
護
喜
一
一
一
且
一
一
坪
→

0
九
三
、
ニ
八
七
月
号
露
量
一
の
塁
、
九
雲
市
め
て
お
る
わ
け
一

8
0

円
の
被
害
)
詳
し
ま
し
た
。
一
昭
和
一
一
十
九
年
度
予
算
に
お
い
て
訴
一
重
実
、
金
一
、

0
0
0問
、
一
区
域
外
の
車
襲
警
、
霊
市
一
で
あ
り
ま
す
。
一

次
に
歳
出
で
は
、
ζ

れ
を
人
件
費
一
上
致
し
て
お
り
ま
事
重
で
あ
り
春
日
野
申
学
校
校
舎
一
一
七
喜
重
一
議
室
奪
ん
伴
号
室
、
か
ス
一
以
上
を
も
っ
て
昭
和
ニ
十
毒
事
問

物
件
費
、
そ
の
他
及
主
義
九
三
ま
す
が
、
兵
事
業
に
つ
き
ま
し
て
一
売
一
一
一
一
一
一
七
、

0
0
0円
、
重
一
管
、
水
道
管
移
転
に
よ
る
襲
警
算
の
あ
ら
ま
し
の
説
専
務
手
一

け
て
皇
室
す

o
'

一
は
、
空
儀
式
λ

の
関
心
は
深
い
も
一
霊
長
会
一
一
夫
霊
童
二
)

九
人
件
費
の
と
考
え
ま
す
の
で
各
警
追
っ
て
一
回
、

0
0
0、
8
0

円
、
以
上
が
一
二
特
期
会
許
分

議
員
そ
の
他
各
穣
行
政
萎
員
報
翻
と
一
説
郭

k
ま
し
ょ
う
一
学
校
施
設
関
係
で
あ
り
ま
す
。
一

f
t

し
て
五
、
九
九
一
一
、

O
五
局
、
市
一
④
警
察
謹
初
品
質
一
次
に
体
育
施
設
と
し
で
は
、
現
章
一

f
b

予
算
の
概
況

世
絵
、
章
受
消
防
導
、
学
校
等
一
乙
の
款
一
の
昭
和
ニ
十
九
年
度
事
章
一
喜
八
合
国
跡
に
襲
宮
市
営
体
育
玉
、
努
輸
事
業
一
霊
を
い

E

震
予
豪
相
駅
員
。

市
の
費
に
対
す
る
給
与
援
と
し
で
一
胞
と
害
ま
し
て
は
、
平
塚
駅
務
口
一
鐙
の
第
一
期
工
事
の
継
続
援
と
し
て
一
競
輪
事
業
費
の
九
月
毒
事
差
額
一
一
一
一
、
思
九
九
、

0
0
0円
で
あ
り
ま
す

一
一
一
二
、
九
一
一
一
一
、
閉
ざ
一
円
、
互
に
巡
査
派
出
所
を
一
線
新
築
界
量
一
一
一
。
、
一
一
五

O
、

0
0
0丹
、
各
議
一
は
、
ヵ
さ
一
一
二
一
九
九
、

0
0
0悶
は
で
と
の
追
加
更
涯
の
内
容
を
(
表
庁
;

職
員
の
恕
給
及
退
職
金
八
六
八
、
一
一
一
一
す
乙
の
工
費
七

0
0、
0
0
0円
又
一
運
動
場
の
強
襲
五
、

o
o
Q
O
一
あ
り
ま
し
た
が
モ
の
後
、
後
一
場
お
い
一
8
〉
に
よ
り
お
削
ぢ
せ
警
ま
す
。

一
一
一
→
汚
、
務
油
開
会
、
簿
賀
会
等
め
簿
一
泊
訪
問
問
係
に
お
き
ま
し
で
は
、
消
防
一

0
0同
等
で
あ
り
ま
す
o

又
江
脇
市
刊
一
て
五

O
、
一
一0
0、
0
0
0円
の
追
加
一

4) 

議会費

役所設

警察消紡費

土木費

教育費

社会及び労佑擁設費

保儀衛生袈

援業経済費

者E 市計画事業費

財産費

統計調査費

選挙費

公債費

国有防護関係重量

競輪事業費

言者支 出金

予備費

計 j

、自

重量
入 言十! 対予算設問絞ω予算額前期分 i 後籍分!合

市 君主 161:宍12.09.拘3 
地方財政平衡交付金 31.4<5.000 31.425000 

使用料及び手数料 23.474 日44 24.301.271 826.427 

思庫支出金 65.057.(鴻3 45.788.∞911 f). 

事急 支 出金 14.59236由 1.186.9621 b. 

寄 問守 金 42.000 32.0001 b. 

繰 越 金 1.582.083 l 臼'2.083 1.耳82.083

線 入 金 112.862.285 28 ∞0.000 94.(JOO,0001 b. 

雑 i投 入 7.704.366 4.090.354 

市 償 62600.000 

85J 牧ス 合計 i 部仰加I b.

款

昭和鵠年J草月

入l収

(表先
づ
議
入
で
は
一
一
、
使
用
料
及
び
で
祷
羽
金
の
場
一
一
一
、
七
O
六
、

一
五
税
手
数
料
品
に
な
り
ま
す
が
、
一
方
市

予
算
額
一
七
九
、
o
x
q七
一
一
一

O
一
予
算
飯
一
一
六
、
四
一
八
、

0
8
2
に
お
き
ま
じ
で
さ
一
一
一
、
五
円

?
の
内
訳
語
室
主
一
長E

し
五
、
六
五
一
一
二
一
議
警
害
て
お
り
ま
す
。

菜
、
宮
、
六
回
O
円
寝
台
雨
量
5
3
2

一
五
も
泉
支
出
金

務
一
一
一
二
一
一
八
回
、

0
8

月
で
あ
一
す

o

乙
の
主7
t
z

、
使
用
料
に
一
予
算
厳
一

o
、
喜
一
六
、
歪

り
ま
す
。
な
お
車
疫
に
比
し
二
回
一
お
い
て
一
一
一
、
七
八
九
、
宝
一
塁
一
で
草
度
に
比
し
降
、

Q
一
一
一
一
、

、
九
三
、
六
一
一
一
七
由
民
護
章
一
襲
一
八
四
、
五

O
O
壁
紙
状
入
一
塁
再
議
警
警
ま
し
た
。

込
み
ま
し
た
。ζ
の
き
も
の
は
、
一
一
、
六
八

O
、

0
0
0円
で
あ
り
ま
一
の
警
は
交
付
金
に
お
い
て
内

市
民
税
、
喜
重
税
、
襲
ガ
ス
一
す
。
て
一
一
一0
0
円
宮
金
で
一
一
一
、
一

経
常
自
然
童
話
襲
警
備
一
回
、
国
摩
支
出
金
一
、
量
一
弘
円
で
あ
り
ま
す
。

格
の
主
語
に
よ
る
も
の
で
あ
り
一
予
算
額
六
一
二
さ
そ
七
一
六
円
一
六
、
寄
附
金

ま
可
一
で
一
前
年
度
に
均
し
一
一
一
、

O
八
一
一
一
、
五
一
予
義
一

o
、
0
0門

知
一
一
一
、
地
方
財
政
一

o

一
一
円
の
増
警
昆
返
金
し
た
。
一
高
額
で
あ
り
ま
す
。

次
に
五
一
警
ι
昭
和
ニ
十
九
量
一
度
当
初
予
霊
長
し
、
ニ
九
、
七
五
一
一
五
増
額
皇
な
も
の
は
、
失
業
対
一

一
言
ワ
い
て
内
容
の
あ
ち
ま
与
え
六
、
一
一
一
一
一
円
の
譲
喜
っ
て
お
り
一
卒
衡
交
付
金
一
撃
費
補
助
金
一
、
至
。
、

φ
一
七
、
繰
越
金

知
ち
著
ま
し
ょ
う
。
一
ま
す
0
8
審
議
日
裂
し
ま
Z

一4
予
轟
一
一
一
室
長
一
一
青
空
白
一
0
0
同
公
営
住
宅
豊
富
金
一
一
予
算
額
一

o
、

昭
和
一
一
十
毒
事
震
は
四
七
五

5
@
6
参
照V

で
壁
E

し
、
九
九
回
、
四
一
一
八
八
一
、
二
一
月
そ
の
他
喜
一

2

号
、

ー
で
二
}
妻
、
八
説
。
阜
、
ニ
十
八
年
~
。
一
助
金
品
買
い

b
a
、
八
九
一
月
一
あ
り
ま
す
。

-
a
s
a
s
s
e
g
a
i
-
3
7
2
 

主筆卒

て表 3) 表
8

会
館
分
い

り
ま
す

し
ま
し

場
d
で

m百
四

命
m
w
脚

静
一

99.886.86 b 
口

昭和29年度:q;場前歳入歳出予算総搭袋

町 銭入

一ーす十芸年度予算額 [ 前年度予算額

市 E岳

地方財政平衡交付金

使用料及び手数料

思慮支出金

県支出金

寄付金

繰越金

繰入金

994.410 

5:653.572 

3.083.502 

4.032.745 

540.000 

19.205.415 

出支

b. 

32.443.'α沼

虫色 764.428

58.222.214 

14.559.4野

10.000 

.550.000 

102.516.885 

33.437.410 

26.4180vO 

61.305.716 

10.526.675 

10.000 

10'000 

J 21.722.300 

(表

芋}

A 

7.3益 6.053

6.ol9.824 

~.984.750 

5.382.923 

8.745607 

15.251.910 

7.971.065 

5.596.848 

9.658.286 

29.000 

602.860 

5.072.704 

644.849 

1.28昔.402

19.625.�84 

500.000 

29.75(1;122 I 

ム

ム

A 

号車
L 

58.293.010 

43.879.712 

6聞.288.5官0

139.099.140 

88.892.7'17 

19.047.530 I L':.. 

10.559.680 I b. 

28.401.860 !. b. 

〆 1827.514

675.800 

1.099.200 

1r.8ﾌ1.282 
1,14J.306 

告.5η.3741 � 

8.657.378 

500.0∞ 

441.与17.70B

z 

65.6.9.063 

49.89官 536

15.27.3.250 

133.71日17

97.638宮84

3.7~宮5.620

2.588.615 

22.805.012 

11.485.800 

646.800 

496.340 

16.883.986 

2.086.'¥55 

8.282.972 

28.282.962 

1 日 00.000

i
 

nu 
向
。
、

0
0
 

。aヴa，
q
h
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，

a

後計 i

議会費

役所費

警察消防費

土木費

教育費

社会及び労的施設費

係儀衛生費

窪祭経済書聖

書富市計磁事業費

財産費

統，計書覇軍量費

選 挙 聖堂

公債費

留宥防箆興係費

競車種事祭重苦

諸支出金

予備費

昔昔山
山



ロ
、
投
入
支
出
の
概
説

一
、
競

輸

慕
業{

表
江
も
ロ
参
照
〉

世
帯
業

〈
表
問
、
持
参
照
〉

二
、
競

馬

/lS:付

言財

F 
蓋

(ii 
賓



昭
郎
官
九
年
俊
市
民
税
は
六
月

C
第
一
の
布
陣
関
税
の
一
都
品
官
嗣
闘
い
ず
点
、
れ
を
勲

一
綴
の
徴
税
帝
饗
が
世
間
せ
ち
れ
ま
#
叫
ぶ
民
税
と
し
た

H
d
A弘、
あ
り
ま
す
の
で
続

本
革
度
か
同
系
高
税
が
新
に
創
設
さ
れ
一
税
者
の
方
の
旬
ん
は
、
と
も
す
れ
は
繕

布
民
総
と
際
持
に
部
人
し
て
演
く

ζ

と
一
税
と
い
う
綴
愈
が
警
官

fょ
い
と
も
限
り

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
愚
両
国
税
と
簿
一
ま
せ
ん
が
、
決
し
で
蟻
税
で
は
な
〈
怠

R

う
税
金
主
へ
た
-
毒
つ
で
も
鏑
人
的
一
舗
を
よ
げ
で
鋭
襲
年
手
。

に
申
込
むζ
と
o

に
は
何
ら
負
担
は
変
り
ま
せ
ん
。
従
来
一

O
申
込
替
は
各
貿
信
に
扇
窓
L

一
将
司
湾
問
丙

一
、
野
町
一
と
四
一
判
明

W
8

4

①
ブi
ん
を
伊
山
引
に
東
西
平
米
一
い
〉
一
:
一

e

百
ノ
一

1
5

一
署
弓
一
コ
内
向
一
一
投

小
か
一
の
醐
瞬
間
山
内
と
す
る
。
一
庁
間
町
一
畿
と
路
市
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